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●弊社の一般タイプのフェンス製品は、強度について配慮の上、設計・製造しておりますが、原則として平地での囲障としての使用を

　目的とした製品です。この目的以外での使用は思わぬ事故につながることがあります。

●屋上・高台・その他強風地域で使用しないでください。(必要に応じた強度検討を致しますので、弊社までご相談ください。)

●フェンスに看板・防風ネット・つた・その他空気抵抗が生じるものを取り付けないでください。(必要に応じた強度検討を致しますので、

　弊社までご相談ください。）

●積雪地域での使用の場合は、積雪の状況に応じた強度検討を致しますので、弊社までご相談ください。

●手すり・ガードフェンス・転落防止柵・その他特別な強度を必要とする目的に使用する場合には、別途製品を用意しております。
●使用環境により品質劣化が進みやすくなりますのでご注意ください。設置場所環境 (公害・塩害・水害等)を調査の上、仕様を決定し

　てください。

●亜鉛めっき製品は、屋外に積み重ねたままの保管やシート掛けしたままの保管をすると、雨水との長時間の接触や多湿による結露などにより白

　さびが発生し、製品外観の低下につながる可能性があります。ただし、白さびは防食の性能には悪影響を及ぼさないため、補修などは不要です。

　（ 　　　　　　　）

●腐食性ガス・海水・砂塵にさらされるような環境では、短期間のうちに使用に耐えない状態になることがあります。

●グラウンド等、土の転圧時に塩水または塩化カルシウム(通称塩カル)を散布する場合があります。この時めっきに付着すると、短時

　間でめっき表面が腐食され寿命が短くなります。

●フェンス柱地際部の処理はモルタル充てんを十分にし、基礎天端に水切り勾配を必ず付けてください。また基礎天端が土中に埋ま

　る場合にはコンクリートで保護し水切り勾配を付けるか、弊社指定の保護テープを巻いて土との接触がないようにしてください。

　地際部に水が溜まったり、柱が土と直接接触した状態では、めっきや塗装が早期に侵されます。(基礎天端が土中に埋まる場合に

　は強度検討を致しますので弊社までご相談ください。)

●弊社製品に関するご不明点の確認・ご相談等に関しましては、各地区の弊社営業担当者が対応させていただきます。何なりとお問い

　合わせください。



PC両開き門扉 H2000×W4000忍び返し付（直型）

くぐり門扉

PC-S4

PCフェンス

PC高尺フェンス

PCバックネット

朝日PCフェンス シリーズ

SERIES



昭和57年改正の建築基準法・同施行令の計算基準に従っています。

※また亜鉛には、すぐれた耐食性に加え、抗菌・抗ウイルス性能があることが分かっています。

大気中の亜鉛めっきの耐食性はすぐれています。 同一条件で使用する場合のめっきの寿命は、 そのめっきの付着量（膜厚）にほぼ
比例します。また大気中の環境が変化すると、  めっきの寿命も変化します。

STK400、STK500

下胴縁の上部開口部より侵入した

水や砂等によるさびの発生を防ぎます。

独自の技術と工夫によるすぐれた機能性

耐候性にすぐれる溶融亜鉛めっきを使用

金網に「高耐食性新亜鉛合金めっき線」タフガード®マイルドを新規ライン

ナップ。（対応規格：φ2.6×56㎜、φ2.6×50㎜、φ2.6×40㎜）
少ないめっき付着量ですぐれた耐食性を実現。長寿命化が図れる線材です。

亜鉛めっき製品は、屋外に積み重ねたままの保管やシート掛けしたままの保管をすると、雨水との

長時間の接触や多湿による結露などにより白さびが発生し、製品外観の低下につながる可能性があ

ります。ただし、白さびは防食の性能には悪影響を及ぼさないため、補修などは不要です。

独自の工夫による金網の先端部や網張りバー、胴縁の端形状等が金網や胴縁のはずれを防ぐほか、下胴縁にあけた水抜き穴が

水や砂等によるさびの発生を防ぎます。また、安全追究の面から角張った部分を極力なくした部材や、破損個所のみの分解修

理を可能にするスパンのユニット化等、随所に朝日の技術が盛り込まれています。

※「タフガード」は、日本製鉄株式会社の登録商標です。
※「タフガード」は、日本製鉄株式会社が開発した亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっき線の商品名です。

（亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきハガネ鉄線）

秀でた耐震性
コンクリートブロックべいと比べて軽量で、倒壊しにくい構造です。地震等の災害時、高い安全性を確保します。

PCフェンス SERIES

製 品

W E B

ページ仕様・特長



PCフェンス SERIES

A型
製 品

W E B

ページPC-A750〜A4000標準タイプ

PC-A2000

寸法

下記の表を参照ください。

（沖縄地区は除く。）

地耐力が異なる場合は弊社までご相談ください。



PCフェンス SERIES

製 品

W E B

ペ ー ジバリエーション

片開きW6000、両開きについては別刷標準図集を参照ください。

●引戸用レール溝には必ず排水溝を設けたうえ、適宜点検し、溝内の土砂・ゴミ等を取り除いでください。水や土砂

　等がたまった状態ではレールが早くさびたり、凍結等により引戸が正常に作動しなくなる等の恐れがあります。 ●引戸に看板・防風シート等、空気抵抗が生じるものを取り付けないでください。

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっき�ハガネ鉄線

タフガード®マイルド

(300g/㎡以上めっきカラー線）

亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっきハガネ鉄線

400g亜鉛めっき
ハガネ鉄線

『　　　　』

亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっきハガネ鉄線

400g亜鉛めっき
ハガネ鉄線

亜鉛・アルミ・マグネシウム
合金めっきハガネ鉄線

①

②

③

④

⑤

⑥

柱、胴縁、網張りバーの外装はJIS H8641(溶融亜鉛めっき）に示すHDZT56（HDZ40相当）、ジョイント、ボルト・ナットはHDZT49
（HDZ35相当）を標準とします。　



PCフェンス SERIES

PC高尺フェンス
製 品

W E B

ページ

寸法

地耐力が異なる場合は弊社までご相談ください。

（沖縄地区は除く。）

※基礎天端は、水勾配処理を行ってください。

PC-S5（塗装品）



PCフェンス SERIES

製 品

W E B

ペ ー ジバリエーション

PC-S4 PC-S8

�『　　　　』

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっき�ハガネ鉄線

タフガード®マイルド

(300g/㎡以上めっきカラー線）

柱、胴縁、網張りバーの外装はJIS H8641(溶融亜鉛めっき）に示すHDZT56（HDZ40相当）、ジョイント、ボルト・ナットはHDZT49
（HDZ35相当）を標準とします。　

PC-S9

戸当り付両面回転施錠

くぐり門扉



PCフェンス SERIES

PCバックネット
製 品

W E B

ページ

PC-SC7000+1000

PC-S6000+1000
地耐力が異なる場合は弊社までご相談ください。

寸　法

（沖縄地区は除く。）
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製 品

W E B

ペ ー ジ

PCフェンス SERIES

PCバックネット

①

②

③

④

(300g/㎡以上めっきカラー線）

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっき�ハガネ鉄線

タフガード®マイルド

�『　　　　』

①

②

③

④

⑤

柱、胴縁、網張りバーの外装はJIS H8641(溶融亜鉛めっき）に示すHDZT56（HDZ40相当）、ジョイント、ボルト・ナットはHDZT49
（HDZ35相当）を標準とします。　

寸　法

地耐力が異なる場合は弊社までご相談ください。

（沖縄地区は除く。）



PCフェンス SERIES

施工要領
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●弊社の一般タイプのフェンス製品は、強度について配慮の上、設計・製造しておりますが、原則として平地での囲障としての使用を

　目的とした製品です。この目的以外での使用は思わぬ事故につながることがあります。

●屋上・高台・その他強風地域で使用しないでください。(必要に応じた強度検討を致しますので、弊社までご相談ください。)

●フェンスに看板・防風ネット・つた・その他空気抵抗が生じるものを取り付けないでください。(必要に応じた強度検討を致しますので、

　弊社までご相談ください。）

●積雪地域での使用の場合は、積雪の状況に応じた強度検討を致しますので、弊社までご相談ください。

●手すり・ガードフェンス・転落防止柵・その他特別な強度を必要とする目的に使用する場合には、別途製品を用意しております。
●使用環境により品質劣化が進みやすくなりますのでご注意ください。設置場所環境 (公害・塩害・水害等)を調査の上、仕様を決定し

　てください。

●亜鉛めっき製品は、屋外に積み重ねたままの保管やシート掛けしたままの保管をすると、雨水との長時間の接触や多湿による結露などにより白

　さびが発生し、製品外観の低下につながる可能性があります。ただし、白さびは防食の性能には悪影響を及ぼさないため、補修などは不要です。

　（ 　　　　　　　）

●腐食性ガス・海水・砂塵にさらされるような環境では、短期間のうちに使用に耐えない状態になることがあります。

●グラウンド等、土の転圧時に塩水または塩化カルシウム(通称塩カル)を散布する場合があります。この時めっきに付着すると、短時

　間でめっき表面が腐食され寿命が短くなります。

●フェンス柱地際部の処理はモルタル充てんを十分にし、基礎天端に水切り勾配を必ず付けてください。また基礎天端が土中に埋ま

　る場合にはコンクリートで保護し水切り勾配を付けるか、弊社指定の保護テープを巻いて土との接触がないようにしてください。

　地際部に水が溜まったり、柱が土と直接接触した状態では、めっきや塗装が早期に侵されます。(基礎天端が土中に埋まる場合に

　は強度検討を致しますので弊社までご相談ください。)

●弊社製品に関するご不明点の確認・ご相談等に関しましては、各地区の弊社営業担当者が対応させていただきます。何なりとお問い

　合わせください。


